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はじめに 
 
４回目を数える「ＮＩＥ効果測定調査」は、２００５年度の新規ＮＩＥ実践校として同年９

月以降に実践を始めた２２６校を対象に、過去３回（９６年度、９８年度、０２年度）とほぼ

同様の調査内容・手法で実施いたしました。 
調査は、ＮＩＥの実践を通じて新聞閲読、子どもたちの関心、学習態度がどのように変化し

たかを明らかにするため、児童・生徒に対してはＮＩＥ実践前と終了時の２回に分けてアンケ

ートにお答えいただき、先生方には実践終了後にご回答いただきました。２度にわたって調査

にご協力いただいた実践校の方々にはあらためてお礼申しあげます。 
調査結果からは、ＮＩＥの実践を通じて児童・生徒が新聞に親しみ、社会へ関心を向けるよ

うになった様子が見て取れるだけでなく、新聞が家族や友人との対話のきっかけとなっている

ことも浮き彫りになりました。また、学校の先生方が子どもたちに期待する「社会への関心を

高める」「多面的な見方・考え方を身に付ける」「文章の読解力・表現力を向上させる」といっ

た力が、ＮＩＥの実践を通じ児童・生徒たちの身に付いていることもうかがえます。一方で、

「教材研究の時間がない」など、学校現場の現状を踏まえたＮＩＥに取り組む難しさも先生方

からご指摘いただきました。 
本調査で明らかになったＮＩＥ実践の効果が、広く教育行政や保護者の方々にも紹介される

ことで、ＮＩＥに対する認知を広げ、一人でも多くの先生方がＮＩＥに取り組むきっかけとな

れば幸いです。 
 
 
 
 
                         財団法人 日本新聞教育文化財団  
                            博物館・ＮＩＥ委員会 

ＮＩＥ第一専門部会
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Ⅰ 調査内容 

（１）調査対象 
２００５年度新規ＮＩＥ実践校２２６校の児童・生徒および教師 

（２）調査目的 
ＮＩＥの実践前と実践後で、新聞の閲読頻度、よく読む記事などの変化をみるとともに、

ＮＩＥ実践を通して身に付く学習効果を明らかにする。 
（３）調査方法 
郵送法（実践教師および児童・生徒が各学級単位で個人記述） 

（４）回答者数 
＜児童・生徒＞ 

実践前（１４７校） 実践後（１２０校）

男　性 837 666

女　性 796 620

計 1,633 1,286

男　性 1,022 728

女　性 989 714

計 2,011 1,442

男　性 660 554

女　性 799 648

計 1,459 1,202

小学校

中学校

高等学校

 
 
＜教師＞ 

学校数 回答数

小学校 41 128
中学校 42 132
高等学校 32 105
計 115 365  

 
（５）調査期間 
２００５年９月～２００６年３月 
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（６）調査項目 
＜児童・生徒編＞ 
１ 新聞の閲読頻度 
２ 新聞の閲読時間 
３ よく読む記事 
４ 情報源 
５ 新聞記事をめぐる対話の頻度 
６ 新聞記事をめぐる話し相手 
７ 学習能力の向上（ＮＩＥ実践後に好きになったこと） 
８ ＮＩＥによる関心の変化 
９ ＮＩＥの授業評価 
10 授業で時事問題やニュースを取り上げることへの評価 
 
＜教師編＞ 
１ 新聞提供以前の新聞活用実績とＮＩＥの経験年数 
２ 新聞の閲読時間 
３ 注意して読む記事 
４ 新聞活用頻度の変化 
５ 新聞活用実績（実践時間） 
６ 新聞活用実績（教科・領域） 
７ 新聞活用後の児童・生徒の変化 
８ 新聞活用の難しさと期待 
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Ⅱ 調査結果 

＜概要＞ 

ＮＩＥを通じて児童・生徒の新聞の閲読頻度は、小学生（実践前７５．０％→実践後８１．

９％）中学生（７０．２％→７４．９％）高校生（６６．６％→６８．６％）と、校種を問わ

ず拡大しており、ＮＩＥの実践で児童・生徒の閲読習慣が芽生えていることが明らかになって

いる。 

 閲読時間については、実践前には「５分未満」が約半数を占めるなど児童・生徒の新聞に接

触する時間は限られていたが、実践後にはこの層が減少し、「５～１５分」「１５～３０分」と

閲読時間が確実に増加した。よく読む記事については、「ラ・テ欄」「天気」「事件・事故」「ス

ポーツ」「マンガ」が多く、実践後もこの傾向は変わらなかったが、すべての校種で「事件・

事故」の順位があがっており、ＮＩＥの実践で児童・生徒の目が社会へ向けられようになった

ことが明らかになっている。 

情報源として最も利用しているのは「テレビ・ラジオ」で、いずれの校種でも５～７割を占

め、これに「インターネット」「新聞」が続いた。ただし、「地域・地元のできごと」の情報源

は「家族」が１位で、ＮＩＥの実践後には「新聞」も順位を上げている。実践後、「新聞」に

よって国内ニュースを知ると答えた児童・生徒も増えている。 

新聞記事でだれかと対話しているかと聞いたところ、「よく話し合う」と「時々話し合う」

を合わせると、小学生が５８．３％（実践前５２．０％）、中学生４２．１％（同３７．２％）、

高校生３９．０％（同３５．２％）と、ＮＩＥ実践後は新聞記事をきっかに話し合うことが増

えており、新聞を使った授業が児童・生徒のコミュニケーション力を養っていることがうかが

われる。 

特に「家族」と話し合うと答えた割合はＮＩＥ実践後に、小学校で１３．６ポイント、中学

校で１７．１ポイント、高校は１６．９ポイントも増加している。「友人」についても、小学

校２６．７ポイント、中学校１８．４ポイント、高校で２０．７ポイント増えている。 

ＮＩＥ実践後に好きになったことを挙げてもらうと、小学校の上位は「文章を読むこと」（４

３．９％）「調べて詳しく知ること」（４２．１％）「漢字を覚えること」（２８．９％）、中学

校では「文章を読むこと」（５０．２％）「人の意見を聞くこと」（２４．５％）「調べて詳しく

知ること」（２１．７％）、高校では「文章を読むこと」（４３．８％）「人の意見を聞くこと」

（２７．３％）「調べて詳しく知ること」（１８．３％）となっており、ＮＩＥが読解力の向上、

コミュニケーション能力の育成、調べ学習などに有効であることが分かる。 

ＮＩＥの授業を受けて、関心を持つようになったことは、校種にかかわらず「事件・事故」

との回答が最も多く、日々のニュースに対する関心が高いことが明らかになっている。 

校種別に見ると、小学校では「地域・地元のこと」（２７．４％）「環境、福祉」（２２．２％）、

中学校は「政治・経済」（２４．６％）「外国のこと」（１９．０％）、高校は「政治・経済」（２

５．６％）「環境・福祉」（１９．３％）の順となっている。授業における新聞活用の違いを反

映していると思われるが、総じて小学生はどの事柄においても関心が高く、実践を通して様々

な事に興味を持つようになっており、中学・高校では「政治・経済」への関心が高い。 
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新聞を活用している教科は、小学校では教科書でも新聞が取り上げられている「国語」が最

も多く、次いで「社会」「総合」。中学校では「社会、地歴、公民」「国語」の順、高校でも同

様であった。 

ＮＩＥ実践後の児童・生徒の変化については、８割弱の教師が「新聞を進んで読むようにな

った」と答えたほか、「記事について友人や家族と話すようになった」「読むこと、書くことが

増えた」「自分で調べる態度が身に付く」「生き生きと学習する」といった項目で、６割以上の

教師が児童・生徒の学習態度の変化を指摘した。 

 教師に新聞活用の難しさを聞くと、最も多かったのは「教材研究の時間が足りない」で、「児

童・生徒には新聞は難しい」「カリキュラムとの調整が難しい」と続く。一方、ＮＩＥへの期

待で最も多かったのは「社会への関心を高める」で、「多面的な見方・考え方が身に付く」「文

章の読解力・表現力が向上する」との回答が多かったが、これまで見てきたとおり教師の期待

はＮＩＥの実践後、児童・生徒の変化として表れているようだ。 

このようにＮＩＥの実践で児童・生徒は多くの成果を得ることができるが、先生方にとって

は「教材研究の時間がない」など、学校現場の現状に照らすとＮＩＥに取り組むためには依然

として多くの課題が存在することも浮き彫りになっている。 

 

 

                               以    上 
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＜児童・生徒編＞ 

１．閲読頻度の変化 

 新聞を読んでいる（「毎日読む」または「時々読む」と答えた人）人をＮＩＥ実践前後で比

較すると、小学生（７５．０％→８１．９％）、中学生（７０．２％→７４．９％）、高校生（６

６．６％→６８．６％）を問わず、どの年代でもＮＩＥをきっかけに閲読頻度が増えている。 

小学生では「新聞をほとんど読まない」が、２４．９％から実践後には１８．０％へ減少し

ており、特に小学生の女子では、「毎日読む」が１９．７％から実践後には２５．３％と増え、

積極的に新聞に関わる変化が見られる。 

 中学、高校の実践前は男子の方がやや積極的な閲読傾向がみられるが、「ほとんど読まない」

中学、高校の女子が、ＮＩＥ実践によって減少する傾向がみられる。 

閲読頻度

21.7%

25.6%

23.6%

24.1%

22.4%

20.6%

56.3%

46.6%

50.8%

44.2%

48.0%

24.9%

18.0%

29.7%

25.0%

33.4%

31.4%

53.3% 0.1%

0.2%

0.0%

0.2%

0.0%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

小学校実践前

小学校実践後

中学校実践前

中学校実践後

高校実践前

高校実践後

毎日読む 時々読む ほとんど読まない 無回答

n=1459

n=1202

n=1633

n=1286

n=2011

n=1442

 
＊表・グラフの数値は、四捨五入の関係で各回答項目の比率を合計しても、１００％にならない場

合がある。（以下同じ） 

ｎ 毎日読む 時々読む
ほとんど読
まない

無回答

小学男子実践前 837 23.7% 51.5% 24.9% 0.0%

小学男子実践後 666 25.8% 54.2% 20.0% 0.0%
小学女子実践前 796 19.7% 55.2% 25.0% 0.1%

小学女子実践後 620 25.3% 58.5% 15.8% 0.3%
中学男子実践前 1022 26.9% 47.9% 25.1% 0.0%

中学男子実践後 728 27.1% 49.5% 23.4% 0.1%
中学女子実践前 989 20.2% 45.3% 34.5% 0.0%

中学女子実践後 714 21.0% 52.1% 26.6% 0.3%
高校男子実践前 660 25.6% 44.5% 29.8% 0.0%

高校男子実践後 554 23.8% 45.5% 30.7% 0.0%
高校女子実践前 799 19.8% 43.9% 36.3% 0.0%

高校女子実践後 648 17.9% 50.2% 31.9% 0.0%  
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２．閲読時間の変化 
 
ＮＩＥ実践前は、どの校種においても閲読時間は「５分未満」がほぼ半数を占めていた。な

かでも最も高いのは高校生で５５．７％、次いで中学生５２．９％、小学生４９．１％の順だ

った。実践後では「５分未満」の割合が、高校生５２．６％、中学生４５．７％、小学生４３．

２％と減少する一方、「５～１５分」「１５～３０分」が確実に増加し、「３０～６０分」もわ

ずかながら上昇した。 
 

ｎ ５分未満 ５～１５分 １５～３０分３０～６０分６０分以上 無回答

小学校実践前 1633 49.1% 33.3% 12.7% 3.7% 0.8% 0.4%
小学校実践後 1286 43.2% 35.7% 16.3% 3.6% 0.9% 0.3%

中学校実践前 2011 52.9% 31.8% 11.1% 3.1% 0.5% 0.5%

中学校実践後 1442 45.7% 34.0% 15.5% 3.5% 1.1% 0.3%

高校実践前 1459 55.7% 29.6% 10.0% 3.6% 0.6% 0.5%
高校実践後 1202 52.6% 30.7% 11.5% 4.5% 0.6% 0.2%  

 

３．よく読む記事 

 実践前には「よく読む記事」として、「ラジオ・テレビ欄」、「天気」、「事件・事故」、「スポ

ーツ」、「マンガ」が挙げられ、小、中、高とも同様の傾向がみられた。実践後もこの傾向にあ

まり変化はないが、「事件・事故」の順位がすべての校種で上がっている。また上位５位には

入らないが「社会」面と答えたのは小学生が１２．８％から１７．３％、中学生が１３．０％

から１９．１％、高校生が１６．６％から２０．５％と増加し、社会への関心につながってい

ることがわかる。 

実践前                  実践後 

小学生 １位 ラ・テ欄（６２．１％）  → １位 ラ・テ欄（６４．８％） 
    ２位 マンガ（６１．１）    → ２位 マンガ（５６．９） 
    ３位 天気（５０．２）     → ３位 事件・事故（５０．１） 
    ４位 スポーツ（４６．６）   → ４位 スポーツ（４９．３） 
    ５位 事件・事故（４６．３）  → ５位 天気（４０．５） 
 
中学生 １位 ラ・テ欄（７４．７）   → １位 ラ・テ欄（７３．６） 
    ２位 スポーツ（４６．６）   → ２位 スポーツ（４６．６） 
    ３位 天気（３７．８）     → ３位 事件・事故（３８．８） 

４位 マンガ（３６．７）    → ４位 天気（３３．６） 
５位 事件・事故（３６．２）  → ５位 マンガ（３３．１） 

 
高校生 １位 ラ・テ欄（７７．０）   → １位 ラ・テ欄（７７．１） 
    ２位 スポーツ（４２．２）   → ２位 スポーツ（４２．１） 
    ３位 天気（３５．３）     → ３位 事件・事故（３６．２） 

４位 事件・事故（３４．５）  → ４位 天気（３３．１） 

５位 芸能（２３．９）     → ５位 芸能（２４．９） 
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よく読む記事 n 政治 経済 外国 社会 事件・事故 スポーツ 地域 教育 福祉・健康

小学校実践前 1633 7.0% 3.4% 10.5% 12.8% 46.3% 46.6% 11.3% 12.8% 2.1%
小学校実践後 1286 7.5% 5.8% 9.4% 17.3% 50.1% 49.3% 13.7% 13.3% 1.8%
中学校実践前 2011 12.1% 5.4% 10.1% 13.0% 36.2% 46.6% 10.1% 11.5% 1.1%

中学校実践後 1442 13.9% 9.2% 11.3% 19.1% 38.8% 46.6% 10.1% 20.2% 1.3%
高校実践前 1459 11.3% 6.8% 8.9% 16.6% 34.5% 42.2% 15.6% 9.0% 2.3%
高校実践後 1202 11.0% 8.2% 9.7% 20.5% 36.2% 42.1% 19.7% 14.1% 3.3%

よく読む記事 n 科学 文化・芸術 家庭 読書 芸能 投書 社説 コラム 対談

小学校実践前 1633 9.8% 5.5% 4.5% 5.3% 18.1% 0.5% 0.4% 1.3% 0.1%
小学校実践後 1286 10.1% 3.8% 4.3% 6.6% 21.2% 0.9% 0.9% 2.6% 0.2%
中学校実践前 2011 4.9% 3.9% 1.7% 4.5% 20.4% 2.8% 1.3% 2.5% 0.1%
中学校実践後 1442 5.1% 4.6% 1.9% 4.1% 25.1% 3.1% 1.7% 3.2% 0.6%
高校実践前 1459 3.3% 4.8% 1.5% 3.3% 23.9% 3.4% 2.8% 3.8% 0.3%
高校実践後 1202 3.6% 6.7% 2.4% 3.7% 24.9% 4.9% 4.3% 4.9% 0.4%

よく読む記事 n インタビュー ラ・テ欄 俳句 囲碁・将棋 趣味 マンガ 天気 広告 その他

小学校実践前 1633 3.9% 62.1% 2.1% 4.7% 4.7% 61.1% 50.2% 20.8% 2.8%
小学校実践後 1286 5.4% 64.8% 1.6% 5.0% 5.0% 56.9% 40.5% 21.5% 3.4%
中学校実践前 2011 5.0% 74.7% 1.7% 2.6% 7.0% 36.7% 37.8% 18.8% 3.3%
中学校実践後 1442 7.0% 73.6% 1.7% 3.3% 7.6% 33.1% 33.6% 19.8% 2.4%
高校実践前 1459 4.4% 77.0% 1.0% 1.4% 8.0% 20.2% 35.3% 19.4% 2.9%
高校実践後 1202 5.1% 77.1% 0.6% 1.3% 8.4% 20.4% 33.1% 19.8% 1.6%  

 

４．情報源 

「地域・地元のできごと」「自分が住んでいるところ以外の、日本国内のできごと」「外国の

できごと」「スポーツニュース」のそれぞれについて、情報源としていちばん利用するものを

挙げてもらった。「地域・地元のできごと」を除くと、５割から７割の人が「テレビ・ラジオ」

から最も情報を得ており、「新聞」や「インターネット」がそれに続く。特に情報源としての

「インターネット」は中学、高校生の層で台頭している。 

実践後でも、同様の傾向はみられるが、「地域ニュース」「国内ニュース」については、「新

聞」と答える人の割合が多くなっている。 

 

実践前                  実践後 

＜地域・地元のできごと＞ 

小学生 １位 家族（３３．２％）     → １位 家族（２９．４％） 

    ２位 テレビ・ラジオ（２５．８） → ２位 テレビ・ラジオ（２６．２） 

    ３位 新聞（１３．７）      → ３位 新聞（１６．８） 

中学生 １位 家族（２６．０）      → １位 家族（２２．７） 

    ２位 テレビ・ラジオ（２０．３） → ２位 テレビ・ラジオ（１８．４） 

    ３位 インターネット（１５．２） → ３位 新聞（１５．５） 

高校生 １位 家族（２８．６）      → １位 家族（２７．９） 

    ２位 テレビ・ラジオ（１８．２） → ２位 新聞（１６．８） 

    ３位 新聞（１２．８）      → ３位 テレビ・ラジオ（１５．６） 
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＜国内のできごと＞ 

小学生 １位 テレビ・ラジオ（５３．８％）→ １位 テレビ・ラジオ（５６．５％） 

    ２位 新聞（１６．７）      → ２位 新聞（１７．１） 

    ３位 インターネット（１２．８） → ３位 インターネット（１３．０） 

中学生 １位 テレビ・ラジオ（５５．８） → １位 テレビ・ラジオ（５６．３） 

    ２位 インターネット（２０．３） → ２位 インターネット（１９．７） 

    ３位 新聞（１２．７）   → ３位 新聞（１５．１） 

高校生 １位 テレビ・ラジオ（６０．４） → １位 テレビ・ラジオ（６１．９） 

    ２位 インターネット（２２．３） → ２位 インターネット（２０．４） 

    ３位 新聞（９．８）      → ３位 新聞（１０．８） 

 

 

地域ニュース ｎ 新聞 雑誌 本
テレビ・ラ
ジオ

インター
ネット

友達 家族 先生 行政広報 無回答

小学校実践前 1633 13.7% 1.5% 3.1% 25.8% 11.7% 4.8% 33.2% 1.9% 3.8% 0.4%
小学校実践後 1286 16.8% 2.6% 1.9% 26.2% 10.9% 5.6% 29.4% 1.7% 4.8% 0.2%
中学校実践前 2011 10.0% 2.3% 2.5% 20.3% 15.2% 12.0% 26.0% 1.6% 9.7% 0.4%
中学校実践後 1442 15.5% 1.5% 2.0% 18.4% 13.2% 10.4% 22.7% 1.7% 14.3% 0.2%
高校実践前 1459 12.8% 1.3% 0.8% 18.2% 12.7% 12.2% 28.6% 0.7% 12.4% 0.2%
高校実践後 1202 16.8% 0.6% 1.0% 15.6% 9.8% 13.1% 27.9% 0.7% 13.1% 1.5%

国内ニュース ｎ 新聞 雑誌 本
テレビ・ラ

ジオ

インター

ネット
友達 家族 先生 行政広報 無回答

小学校実践前 1633 16.7% 1.7% 2.7% 53.8% 12.8% 1.5% 9.2% 0.7% 0.5% 0.4%
小学校実践後 1286 17.1% 1.5% 2.2% 56.5% 13.0% 1.6% 6.9% 1.2% 0.1% 0.1%
中学校実践前 2011 12.7% 2.0% 2.4% 55.8% 20.3% 1.7% 3.3% 1.2% 0.2% 0.2%
中学校実践後 1442 15.1% 1.1% 1.4% 56.3% 19.7% 1.9% 3.3% 0.8% 0.1% 0.2%
高校実践前 1459 9.8% 1.8% 1.0% 60.4% 22.3% 1.8% 2.2% 0.3% 0.0% 0.4%
高校実践後 1202 10.8% 1.2% 0.8% 61.9% 20.4% 1.6% 1.9% 0.6% 0.2% 0.5%

海外ニュース ｎ 新聞 雑誌 本
テレビ・ラ

ジオ

インター

ネット
友達 家族 先生 行政広報 無回答

小学校実践前 1633 16.4% 1.6% 2.2% 60.0% 12.1% 0.8% 5.8% 0.6% 0.0% 0.5%
小学校実践後 1286 17.5% 2.0% 1.2% 58.9% 12.8% 0.9% 5.1% 1.1% 0.2% 0.3%
中学校実践前 2011 10.6% 1.3% 1.4% 58.9% 21.7% 1.5% 2.9% 1.2% 0.1% 0.3%
中学校実践後 1442 11.6% 1.2% 1.2% 59.2% 22.7% 1.2% 1.7% 0.7% 0.1% 0.3%
高校実践前 1459 7.9% 1.0% 0.8% 63.9% 23.0% 1.2% 1.3% 0.5% 0.0% 0.5%
高校実践後 1202 7.5% 1.2% 0.4% 62.8% 25.6% 0.7% 0.9% 0.5% 0.0% 0.2%

スポーツ ｎ 新聞 雑誌 本
テレビ・ラ

ジオ

インター

ネット
友達 家族 先生 行政広報 無回答

小学校実践前 1633 24.1% 2.1% 0.6% 62.7% 4.2% 1.7% 3.9% 0.1% 0.1% 0.5%
小学校実践後 1286 24.0% 2.6% 1.4% 61.4% 5.8% 1.9% 2.7% 0.1% 0.0% 0.2%
中学校実践前 2011 16.7% 3.6% 0.8% 65.2% 9.1% 2.7% 1.3% 0.2% 0.1% 0.2%
中学校実践後 1442 16.6% 1.8% 0.6% 66.2% 10.0% 2.7% 1.2% 0.3% 0.0% 0.6%
高校実践前 1459 13.4% 2.0% 0.3% 71.5% 8.8% 2.7% 0.8% 0.0% 0.1% 0.4%
高校実践後 1202 12.0% 1.3% 0.2% 74.3% 9.0% 2.0% 0.9% 0.1% 0.0% 0.2%  
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５．新聞記事をめぐる対話の頻度の変化 

 新聞記事の内容について誰かと話をする頻度は、ＮＩＥ実践後の方が「話し合う」人の割合

が増えている。特に小学生の６割弱は記事の内容について誰かと話をしている。「よく話し合

う」と「時々話し合う」を合わせると、小学生は５８．３％（実践前５２．０％）、中学生４

２．１％（同３７．２％）、高校生３９．０％（同３５．２％）となっている。 

 

対話の頻度 

ｎ よく話しあう 時々話しあう
ほとんど話し

合わない
無回答

小学校実践前 1633 7.1% 44.9% 47.8% 0.2%
小学校実践後 1286 8.0% 50.3% 41.3% 0.4%
中学校実践前 2011 3.1% 34.1% 62.7% 0.1%

中学校実践後 1442 3.3% 38.8% 57.7% 0.2%
高校実践前 1459 3.6% 31.6% 64.2% 0.5%

高校実践後 1202 3.2% 35.8% 60.8% 0.2%  

 

６．記事をめぐる話し相手 

 新聞で読んだことを誰と話すかを尋ねたところ、ＮＩＥ実践後に「家族」「友人」を挙げる

人が７割～８割と非常に多くなる。実践前と比較すると小学校全体では「家族」の割合が１３．

６ポイント、中学全体では１７．１ポイント、高校全体では１６．９ポイント増加している。

「友人」についても、小学校全体で２６．７ポイント、中学校全体で１８．４ポイント、高校

全体で２０．７ポイント増加している。小学校では、「先生」の割合も３．２％から１８．５％

へ増加しており、男女で比較すると、男子は「友人」、女子は「家族」と話す割合が高い。 

新聞の記事をめぐって、他者とのコミュニケーションの機会が確実に増加し、なかでも「家

族」との交流が深まっている様子がうかがえる。 

  

実践前 実践後 実践前 実践後 実践前 実践後 実践前 実践後

小学全体 66.7% 80.3% 43.6% 70.3% 3.2% 18.5% 2.0% 3.2%
小学男子 58.3% 78.1% 46.3% 71.7% 3.2% 15.7% 2.2% 3.5%
小学女子 74.5% 82.4% 41.0% 68.8% 3.2% 21.3% 1.8% 2.9%
中学全体 54.4% 71.5% 53.9% 72.3% 2.5% 8.1% 0.5% 1.5%
中学男子 42.8% 63.2% 61.9% 81.1% 3.7% 8.8% 0.8% 1.0%
中学女子 66.5% 79.4% 45.5% 64.0% 1.4% 7.4% 0.3% 1.9%
高校全体 55.4% 72.3% 51.6% 72.3% 1.2% 7.9% 1.6% 1.7%
高校男子 43.6% 60.4% 61.9% 80.2% 1.4% 9.4% 0.9% 2.6%
高校女子 64.2% 80.5% 43.9% 66.8% 1.0% 6.9% 2.0% 1.1%

家族 友人 先生 その他

 
（実践前）   （実践後） 
小学全体  n=849   小学全体 n=750 
小学男子   n=410   小学男子  n=375 
小学女子   n=439   小学女子  n=375 
中学全体  n=748   中学全体  n=607 
中学男子   n=381   中学男子  n=296 
中学女子   n=367   中学女子  n=311 
高校全体   n=514   高校全体  n=469 
高校男子   n=218   高校男子  n=192 
高校女子   n=296   高校女子  n=277 
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７．学習能力の向上（ＮＩＥ実践後好きになったこと） ＊以降の質問は実践後のみの質問 

  

ＮＩＥの授業を受けて好きになったことを３つまで挙げてもらった。 

小学校の上位は「文章を読むこと」（４３．９％）、「調べて詳しく知ること」（４２．１％）、

「漢字を覚えること」（２８．９％）、中学では「文章を読むこと」（５０．２％）、「人の意見

を聞くこと」（２４．５％）、「調べて詳しく知ること」（２１．７％）、高校では「文章を読む

こと」（４３．８％）、「人の意見を聞くこと」（２７．３％）、「調べて詳しく知ること」（１８．

３％）となっており、ＮＩＥが読解力の向上、コミュニケーション能力の育成、調べ学習など

に有効であることがわかる。 

男女別で比較すると、「文章を書くこと」が好きになったと答えた小学生の女子が２７．４％

で男子より１３．１ポイント高い。中学では「数字を読み取ること」「考えを発表すること」

を挙げるのは男子が多く、「意見を聞くこと」は女子が多かった。 

NIEで好きになったこと

43.9%

20.6%

28.9%

9.6%

14.0%

22.6%

42.1%

4.0%

50.2%

16.7%

20.2%

8.0%

11.0%

24.5%

21.7%

3.3%

43.8%

15.1%

16.8%

2.7%

10.0%

27.3%

18.3%

4.3%

0% 25% 50% 75% 100%

文章を読む

文章を書く

漢字を覚える

数字を読み取る

考えを発表する

意見を聞くこと

調べて知ること

その他

小学校全体 中学校全体 高校全体n=1286 n=1202n=1442
 

文章を読む 文章を書く
漢字を覚え

る

数字を読み

取る

考えを発表

する

意見を聞くこ

と

調べて知る

こと
その他

小学男子 666 41.6% 14.3% 30.8% 12.9% 16.1% 20.3% 38.0% 4.2%
小学女子 620 46.5% 27.4% 26.9% 6.0% 11.8% 25.0% 46.5% 3.9%
中学男子 728 49.2% 15.2% 21.8% 11.3% 13.0% 22.0% 22.8% 3.6%
中学女子 714 51.3% 18.2% 18.5% 4.6% 8.8% 27.2% 20.6% 3.1%
高校男子 554 42.4% 14.3% 17.0% 4.7% 11.9% 23.5% 16.6% 5.6%
高校女子 648 45.1% 15.9% 16.7% 0.9% 8.3% 30.6% 19.8% 3.2%  
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８．ＮＩＥによる関心の変化 

 ＮＩＥの授業を受けて、関心を持つようになった事柄を３つまで挙げてもらった。校種にか

かわらず１位は「事件・事故」で、日々のニュースに対する関心は高い。続いて小学校では「地

域・地元のこと」（２７．４％）、「環境、福祉」（２２．２％）、中学校は、「政治・経済」（２

４．６％）、「外国のこと」（１９．０％）、高校は「政治・経済」（２５．６％）、「環境・福祉」

（１９．３％）の順となっている。 

授業における新聞活用の違いを反映していると思われるが、小学生は総じてどの事柄におい

ても関心が高く、実践を通じ様々な事に興味を持つようになっており、中学・高校では「政治・

経済」への関心が高い。男女で比較すると、「政治・経済」「外国のこと」「科学・技術」で男

子の関心が高く、「教育、学校」「環境、福祉」「人権、差別」では女子の関心が高い。 

 

ＮＩＥによる関心の変化

27.4%

58.0%

12.4%

20.5%

19.8%

22.2%

22.1%

4.8%

17.1%

54.3%

24.6%

19.0%

17.3%

14.4%

14.4%

10.3%

2.9%

16.5%

46.8%

25.6%

17.5%

16.1%

19.3%

9.4%

11.1%

2.7%

0% 25% 50% 75% 100%

地域・地元

事件・事故など

政治や経済

外国のこと

教育、学校

環境、福祉

科学や技術

人権・差別

その他

小学校全体 中学校全体 高校全体n=1286 n=1442 n=1202

 

 

地域・地元
事件・事故

など
政治や経済 外国のこと 教育、学校 環境、福祉 科学や技術 人権・差別 その他

小学男子 666 25.7% 53.8% 14.6% 22.1% 13.8% 16.7% 28.5% － 5.6%
小学女子 620 29.4% 62.6% 10.2% 18.9% 26.3% 28.2% 15.2% － 4.0%
中学男子 728 17.4% 53.3% 26.8% 19.4% 15.5% 12.2% 20.2% 8.2% 2.5%
中学女子 714 16.8% 55.3% 22.4% 18.6% 19.0% 16.7% 8.4% 12.5% 3.4%
高校男子 554 15.3% 39.4% 30.1% 19.3% 10.8% 16.6% 14.4% 7.9% 3.8%
高校女子 648 17.4% 53.1% 21.8% 15.9% 20.5% 21.6% 5.1% 13.9% 1.9%  

＊人権・差別については中学生、高校生のみに聞いた 
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９．ＮＩＥの授業評価 

 ＮＩＥ実践後に新聞を使った授業について聞いたところ、小学校の７７．３％、中学校の６

８．７％、高校の６７．１％の児童・生徒が面白かった（「大変面白かった」「少し面白かった」

の合計）と答え、新聞が魅力ある教材であることが明らかになっている。 

ＮＩＥの授業評価

14.3%

15.4%

25.9%

52.7%

53.3%

51.4%

20.8%

20.3%

11.7%

10.0%

10.2%

8.3%

2.2%

0.8%

2.6%

0% 25% 50% 75% 100%

高校全体

中学校全体

小学校全体

大変面白かった 少し面白かった あまり面白くなかった 面白くなかった 無回答

n=1286

n=1442

n=1202

 

１０．授業で時事問題やニュースを取り上げることの評価 

 授業で時事問題やニュースを取り上げることについては、校種に関わらず高く評価されてい

る。「大変良かった」と「良かった」と答えた人の合計は、小学校で６５．２％、中学校で６

５．８％、高校で７１．３％と、学年が上がるほど時事問題へ関心が高まっている様子がうか

がえる。また「良くなかった」と答えた人の割合は４％台で非常に少なかった。 

授業で時事問題やニュースを取り上げること

24.0%

20.5%

18.8%

47.3%

45.3%

46.4%

23.0%

29.0%

28.1%

4.1%

4.7%

4.0%

1.6%

0.5%

2.6%

0% 25% 50% 75% 100%

高校全体

中学全体

小学全体

大変良かった 良かった どちらとも言えない 良くなかった 無回答

n=1286

n=1442

n=1202
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ＮＩＥ経験年数

14.5%

6.3%

3.0%

2.5%

7.9%

65.8%

1年 2-5年 6-10年 11-15年 16年以上 無回答

n=365

新聞活用授業の経験

60.5%

37.8%

1.6%

以前から活用

提供前は活用していな
い
無回答

n=365

＜教師編＞ 

 

１．財団からの新聞提供以前のＮＩＥ実践 

 財団の新聞提供を受ける前から授業に新聞を活用していた教師は６割以上で、新聞が教材と

して有益であることは広く認知されている。以前に新聞を活用していなかった３７．８％の人

にとっては、提供事業が新聞を活用するきっかけとなっている。 

 ＮＩＥの授業を始めてどのくらいかという質問には、「１年」という回答が最も多く（６５．

８％）、「２～５年」（１４．５％）を合わせると５年以下が全体の約８割を占めた。 

 

 

 

２．新聞閲読時間 

ＮＩＥを実践している教師に１日あたりの新聞閲読時間を聞いてみた。「３０分以上６０分

未満」と答えた人が４３．０％で最も多く、続いて「１５分以上３０分未満」（３６．４％）、

「５分以上１５分未満」」（１２．１％）だった。 

教師の新聞閲読時間

2.7%

12.1%

36.4%

43.0%

5.5%

0.3%

0% 25% 50% 75% 100%

５分未満

５分以上１５分未満

１５分以上３０分未満

３０分以上６０分未満

６０分以上

無回答

n=365
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３．新聞の読み方の変化（注意して読む記事） 

 

 新聞提供が始まってからどのような記事を注意して読むようになったかを尋ねた。最も注目

されているのは「社会」（６２．７％）で、次が「教育・学校」（５５．９％）である。このほ

か「政治」（４６．６％）、「地域」（３８．４％）、「事件・事故」（３５．３％）などへの関心

が高かった。 

 

注意して読む記事

46.6%

29.9%

23.3%

62.7%

35.3%

21.9%

38.4%

55.9%

17.3%

14.0%

12.1%

9.9%

6.8%

0.5%

19.2%

20.0%

16.4%

1.6%

13.4%

3.6%

1.1%

0.5%

3.0%

1.6%

3.8%

2.5%

1.9%

0% 25% 50% 75% 100%

政治

経済

外国

社会

事件・事故

スポーツ

地域

教育・学校

福祉・健康

科学

文化・芸術

暮らし・家庭

読書欄

芸能欄

投書

社説・論評

コラム

対談

インタビュー

ラ・テ欄

俳句・短歌

囲碁・将棋

趣味・レジャー

マンガ

天気予報

広告

その他

（複数回答）

n=365
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５時間未満 24.9%
10時間未満 19.2%
15時間未満 15.1%
20時間未満 6.0%
25時間未満 6.0%
30時間未満 0.5%
35時間未満 3.0%
40時間未満 1.4%
45時間未満 3.3%
50時間未満 0.0%
50時間以上 1.9%
不明 18.6%

４．新聞活用動向 

 

提供事業が始まってから新聞を活用する回数が増えた（「かなり増えた」と「少し増えた」

人の合計）と答えた人は８割を超えた（８１．６％）。「かなり増えた」は２８．２％で、授業

や教科外活動の中で積極的に活用されていることがわかる。 

 

新聞活用動向

28.2%

53.4%

17.3%
1.1%

かなり増えた

少し増えた

以前と変わらない

無回答

n=365

 

 

５．授業実施時間 

実際に学校に新聞が提供（９月から３月までの約半年間）されてから、およそのＮＩＥ授業

時間の合計を尋ねた。 

 

ＮＩＥ実践授業時間 

 

 

 最も多かったのが「５時間未満」の２４．９％、続いて「５時

間以上１０時間未満」（１９．２％）、「１０時間以上１５時間未満」

（１５．１％）となっている。約７割の教師が「３０時間未満」

で実践を行っていた。 

前回調査と比較すると、「５時間未満」が増えており、ＮＩＥの

授業時間数がやや減る傾向がみられた。 
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６．新聞を活用している教科、領域について 

  

下表のとおり、新聞は様々な教科、領域で活用されている。小学校は、「国語」で最も活用

されており（６３．３％）、続いて「社会」（５６．３％）「総合学習」（３５．２％）となって

いる。中学では「社会、地歴、公民」（３１．８％）「国語」（２２．０％）の順である。高校

でも「社会、地歴、公民」（３７．１％）「国語」（２２．９％）の授業でよく活用されている

が、このほか、小学校の「理科」（１３．３％）「道徳」（１０．９％）、中学校の「理科」（８．

３％）「総合」（７．６％）、高校の「技術・家庭」（７．６％）が目立った。 

 この傾向は前回調査と同様であるが、「総合」「特別活動」での実施の割合が前回調査に比べ

低くなっている。 

 

 

区分 小学校 n=128 中学校 n=132 高校 n=105

国語 81 63.3% 29 22.0% 24 22.9%

社会、地歴、公民 72 56.3% 42 31.8% 39 37.1%

算数、数学 8 6.3% 0 0.0% 0 0.0%

理科 17 13.3% 11 8.3% 6 5.7%

生活 1 0.8% － － － －

音楽 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

図工、美術 0 0.0% 1 0.8% 0 0.0%

外国語 － － 3 2.3% 1 1.0%

家庭、技術・家庭 1 0.8% 6 4.5% 8 7.6%

体育・保健体育 1 0.8% 2 1.5% 6 5.7%

道徳 14 10.9% 6 4.5% － －

特別活動 7 5.5% 4 3.0% 7 6.7%

総合学習 45 35.2% 10 7.6% 5 4.8%

無回答 6 4.7% 28 21.2% 25 23.8%  

 



   18

 

７．新聞活用後の児童・生徒の変化 

 

 ＮＩＥの実践を通して、児童・生徒にどんな変化がみられたかを尋ねた。最も変化が見られ

たのは「新聞を読むこと」で、８割弱の教師が「新聞を進んで読むようになった」（「顕著に見

られる」と「見られる」の合計）と答えている。また、「記事について友人や家族と話すよう

になった」（７１．７％）「読む、書くことが増えた」（６４．１％）「生き生きと学習する」（６

１．３％）「自分で調べる態度が身に付く」（６２．２％）「新聞についての質問が増えた」（６

０．０％）といった項目で、６割以上の教師が児童・生徒の学習態度の変化を感じている。 

 

 

児童・生徒の変化

12.9%

9.9%

6.0%

9.0%

14.2%

10.4%

64.9%

54.2%

55.3%

53.2%

57.5%

49.6%

15.6%

13.7%

26.6%

28.5%

27.4%

18.1%

29.0%

63.0% 11.5%

7.4%

8.2%

9.3%

8.5%

8.5%

9.3%

0.5%

1.1%

1.1%

0.8%

1.1%

1.6%

2.5%

9.3%

0% 100%

新聞を進んで読む

読む、書くことが増えた

生き生きと学習する

自分で調べる態度が身に付く

記事について友人家族と話す

新聞についての質問が増えた

ＮＩＥに興味を示さない

顕著に見られる 見られる ほとんど見られない まったく見られない 無回答

n=365
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1位 2位 3位

教材研究の時間が足りない 29.0% 21.6% 17.8%

指導時間が足りない 17.0% 23.6% 15.3%

使いたい記事がない 8.5% 12.1% 12.3%

カリキュラムとの調整が難しい 18.1% 22.2% 15.9%

指導方法が分からない 4.7% 4.4% 8.2%

児童・生徒には新聞は難しい 18.6% 9.3% 17.8%

その他 0.3% 1.4% 0.8%

1位 2位 3位

授業が活性化する 8.2% 4.7% 8.5%

社会への関心を高める 42.7% 21.6% 15.6%
多面的な見方・考え方が身に付く 15.3% 24.9% 20.5%
文章の読解力・表現力が向上する 9.9% 19.2% 16.7%
批判力・判断力が育つ 2.7% 9.3% 10.4%
新聞に興味・関心をもつ 14.2% 11.2% 13.4%

友人・家族との意見交流が活発になる 0.8% 3.0% 7.9%

新聞活用に期待しない 0.3% 0.0% 0.0%

その他 0.3% 0.0% 0.0%

８．新聞活用の難しさと期待 

 新聞を教材として活用する際の難しさについて、１位から３位まで順位をつけて答えてもら

った。最も多くの教師が１位に挙げたのは「教材研究の時間が足りない」で２９．０％。続い

て「児童・生徒には新聞は難しい」（１８．６％）、「カリキュラムとの調整が難しい」（１８．

１％）だった。２位は「指導時間が足りない」を挙げた人が最も多かった。 

 前回２００３年の調査では、同じ質問で２位までを挙げてもらっている。単純比較は出来な

いが、「教材研究の時間が足りない」「カリキュラムとの調整」「新聞は難しい」という傾向は

変わらず、引き続きＮＩＥ実践の課題となっている。 

 

新聞活用の難しさ 

 

 

 

 

N=365 

 

 

 

 新聞活用で期待することを、１位から３位まで順位をつけて選んでもらった。最も期待され

ているのは「社会への関心を高める」ことで、４割以上の教師が１位に挙げている。その他、

「多面的な見方・考え方が身に付く」「文章の読解力・表現力が向上する」ことへの期待が高

い。 

新聞提供が始まってからの児童・生徒の記事に対する関心の変化（ｐ．１２）をみると、実

践後に最も関心を持つようになったのは「事件・事故」の記事だった。また、ＮＩＥ実践後に

好きになったこと（ｐ．１１）では、「人の意見を聞くこと」「文章を読むこと」の割合が高く、

教師の期待どおりに児童・生徒の学習態度に変化がみられる。 

 

新聞活用で期待すること 

 

 

 

 

 

 

N=365 

 

 


